
 
 
 
  

 

今日、国際的に地球温暖化対策が共通の重要課題と位置づけられ、すべての国が地球温暖化の

要因となる温室効果ガスの削減に向けた取組を加速させています。 

本市は、これまで異常気象による自然災害を経験し、市民の安心・安全な日常生活が脅かされ

ている状況にあります。こうした状況を踏まえ、2021 年 12 月に「三好市環境基本条例」を制

定し、「ゼロカーボンシティ」宣言を行いました。 

三好市の豊かな自然と育まれてきた文化を未来に引き継ぐため、環境への負荷を抑制し、環境

の保全と創造を推進するため、次の 10 年間の「三好市環境基本計画」を策定します。 

三好市環境基本計画（概要版） 
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計画の期間 

 

豊かで生き活き安心安全なまち三好 

～2050 年ゼロカーボンシティを目指して～ 

全体 
本市の特徴である豊かな自然環境を良好な状態を確保しながら将来世代に渡って引継ぎ、

人と自然が共生する持続可能な循環型社会を構築 

脱炭素 

 市民・事業者・行政の各立場の間で脱炭素に対する意識が浸透し、脱炭素や環境配慮に対

するライフスタイルやビジネススタイルが定着 

 地域内建物・施設における再生可能エネルギー導入と省エネルギー化 

 ほぼすべての自動車が、電気自動車（EV）等の環境負荷の少ない自動車 

気候変動 

適応 

 将来の気候変動影響に備え、科学的な知見に基づき、地域一体で取組の推進 

 大型台風襲来や集中豪雨発生時にも被害を最小限に抑えて、安心・安全な生活の確保と速

やかな事業再開が可能なレジリエントな地域社会を構築 

自然共生 

社会 

 市域の約 9 割を占める森林を良好な状態を確保しながら適切に維持管理 

 地域住民や観光客が自然と触れ合える機会が充実し、自然保護の意識や環境に配慮した

ライフスタイルが定着 

循環型 

社会 

 市民・事業者・行政の各立場の間で、ごみの減量化、リサイクル、フードロス、プラスチ

ックごみ削減に対する意識が浸透し、持続可能な循環型社会が実現 

 再生可能資源、森・里・川・海が生み出す自然的なつながり、資金循環や人口交流等によ

る経済的なつながりを深めていく「地域循環共生圏」を構築 

協働参画 
 脱炭素、気候変動適応、自然共生、循環型社会に関する意識の醸成 

 県内、国内、世界と連携を図りながら地球上の環境問題解決に向けて取組を推進 

望ましい環境の将来像 

 

本計画は、市長をトップとして庁内横断的な連携を図るとともに、庁内連絡会議を通じて定期

的に計画の点検評価を行い、推進していきます。 

さらに、市民・事業者・行政がそれぞれ環境配慮指針に基づいて行動するとともに、相互に連

携を図りながら「豊かで生き活き安心安全なまち三好」の実現を目指します。 

本計画を着実に実行するため、PDCA サイクルを取り入れ、施策の進捗状況を確認します。 

計画の推進体制と進捗管理 
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2050 年迄のゼロカーボンシティの実現を目指します 

基本施策 施策 

温室効果ガス排出量

の削減 

・再生可能エネルギーの導入（重点施策） 

・省エネルギーの推進（重点施策） 

・吸収源対策の推進 

脱炭素型交通の促進 
・環境負荷の少ない自動車の導入 

・公共交通及び自転車の利用促進 

◆重点施策：再生可能エネルギーの導入 

行政 

・公共施設への自家消費型太陽光発電設備等の導入 

・小水力発電の導入検討 

・再エネ電気プランへの切替等による再エネ導入率の向上 

・官民連携によるオフサイトからの再エネ電気供給の推進 

事業者 
・事業所への自家消費型太陽光発電設備等の導入 

・再エネ電気プランへの切替等による再エネ導入率の向上 

市民 
・自家消費型太陽光発電設備等の導入 

・再エネ電気プランへの切替等による再エネ導入率の向上 

◆重点施策：省エネエネルギーの推進 

行政 

・公共施設における照明・空調等の省エネ改修 

・屋内不在時の照明オフ、空調設定改善による運用の効率化 

・庁内での脱炭素意識の共有、事業者・家庭向けの情報提供 

事業者 

・事業所における設備機器の省エネ改修 

・設備機器の運用効率の向上 

・クール・ウォームビズをはじめ従業員の省エネ行動促進 

市民 
・省エネ性能の高い家電の購入 

・自主的な省エネ行動の実践、省エネ最新情報の入手 

基本目標１：脱炭素社会の実現 

 

地域一体での気候変動適応の取組を強化します 

基本施策 施策 

防災減災機能の確保 
・グリーンインフラの活用 

・自立分散型エネルギーの確保（重点施策） 

農業の振興 ・安定した生産体制の確立 ・スマート農業の導入 

健康で快適な生活環境の確保 ・熱中症対策の強化 ・感染症対策 

適応に関する普及啓発 ・適応に関する理解促進 

◆重点施策：自立分散型エネルギーの確保 

行政 

・自家消費型再エネ発電設備と蓄電池の導入 

・非常時におけるエネルギー供給体制の構築 

・EV（電気自動車）の利活用 

事業者 
・自家消費型再エネ発電設備と蓄電池の導入 

・EV（電気自動車）の利活用 

市民 
・家庭用太陽光発電設備と蓄電池の導入 

・EV（電気自動車）の利活用 

基本目標２：気候変動適応の強化 

豊かな自然環境と積極的に関わり、将来に引き継いでいきます 

基本施策 施策 

豊かな自然環境の 

継続的保全 

・森林の適切な維持管理 ・林業の担い手育成（重点施策） 

・大気・水質・土壌の汚染対策 ・生物多様性保全の推進 

自然と人が触れ合う

機会の創出 

・自然体験やグリーンツーリズムの促進 

・生態系保全への理解向上 

◆重点施策：林業の担い手育成 

行政 
・林業アカデミー等の充実 

・事業者・市民との連携による林業普及啓発の企画・実践 

事業者 ・行政・市民との連携による林業普及啓発の企画・実践 

市民 ・林業への理解向上、ボランティア活動への参加 

基本目標３：自然との共生 

資源の循環利用を促進し、持続可能な循環型社会を構築します 

基本施策 施策 

資源の循環利用 
・５R※の推進（重点施策） ・地域内資源の有効活用 

・地域循環共生圏の構築    ・資源循環利用に関する普及啓発 

※Reduce(リデュース・削減)、Reuse(リユース・再使用)、Recycle(リサイクル)、Refuse(リヒューズ・拒否)、Repair(リペア・修理)の 5 つ 

◆重点施策：５R の推進  

行政 

・事業者・住民への 5R に関する情報提供・意識啓発 

・みよし広域連合との連携強化 

・事業者との連携による店頭回収の推進、フードロス対策強化 

事業者 

・ごみ分別の徹底、生ごみの減量化、フードロス削減 

・プラスチック使用量削減、再生プラスチックの利用促進 

・行政との連携による店頭回収の推進 

市民 
・ごみ分別の徹底、生ごみの減量化、フードロス削減 

・マイバック活用、簡易包装商品の購入促進 

基本目標４：循環型社会の構築 

地域内外の連携により環境に配慮した地域づくりを目指します 

基本施策 施策 

環境活動・環境学習の

充実 

・学校における環境活動の取組強化 

・地域での環境活動機会の創出（重点施策） 

地域間連携の強化 ・他自治体との連携 ・世界との連携 

◆重点施策：地域での環境活動機会の創出 

行政 
・事業者、市民向けの環境学習機会の創出 

・事業者、市民と連携した環境イベントの取組推進 

事業者 ・環境イベントへの参加や美化運動等の自主的な活動の推進 

市民 ・環境イベントや環境保全活動への積極的な参加 

基本目標５：協働参画の地域づくり 


